
動物園条例の検討状況について 

 

１ これまでの検討状況について 

（１）検討部会等の開催状況 

 開催年月日 内容 

第 1回検討部会 令和元年10月 31日（木） 

14：00～17：00 

・条例制定に向けた検討方針説明 

・動物園に関する法令等の情報共有 

・条例検討に必要な前提条件 

①条例の必要性 

②どんな条例をめざすのか 

③条例における用語の定義 

④条例の構成 

講演会 令和元年 11月 1日（金） 

10：00～11：30 

「未来のまちに動物園を残そう！」 

基調講演 
「我が国の動物園政策の新たな地平を

開く―円山動物園の挑戦」 

神奈川大学法学部准教授 諸坂佐利  

パネルディスカッション 
司会進行：円山動物園園長 加藤 修 

パネリスト： 

小菅 正夫（札幌市環境局参与） 

諸坂 佐利（神奈川大学法学部准教授） 

伊勢 伸哉（JAZA 副会長、おたる水族館館長） 

第 2回検討部会 令和元年12月 17日（火） 

14：00～17：30 

・条例の必要性、用語の定義 

・条例に盛り込む項目の抽出整理 

第 3回検討部会 令和２年 3月 6日（金） 

13：30～17：00 

（資料５－２、資料５－３参照） 

・条例に盛り込む内容案 

①第 1章総則（目的、理念、原則等） 

②第 2章動物園水族館（実施事業、

動物福祉の向上等） 

（２）主な検討ポイント 

・動物園は、動物福祉の向上に取り組むことが大前提であり、生物多様性保全に貢

献することを目的に活動するということをどのように規定すべきか 

・動物福祉の向上の取組をどのように規定すべきか 

・動物園が取り組むべきことをどのように規定すべきか 

・条例の目的を達成するための仕組みとしてどんなことを盛り込むとよいか 

 

２ 今後のスケジュール 

  資料５－４参照 
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